
 

        

平成 23 年３月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 
平成 22 年 10 月 28 日 

上場会社名 信越化学工業株式会社   上場取引所  東証一部、大証一部、名証一部 

コード番号 4063                 ＵＲＬ  http://www.shinetsu.co.jp/ 

代  表  者 代 表 取 締 役 社 長 森 俊三  
問合せ先責任者 取 締 役 経 理 部 長 笠原 俊幸   TEL (03) 3246 － 5051 
四半期報告書提出予定日 平成 22 年 11 月 12 日 配当支払開始予定日 平成 22 年 11 月 18 日 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有  
四半期決算説明会開催の有無    ： 有 （百万円未満切捨て）

１．平成 23 年３月期第２四半期の連結業績（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日） 

 (1) 連結経営成績（累計）                             （％表示は対前年同四半期増減率）

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23 年３月期第２四半期 532,562 27.6 76,143 43.8 81,203 45.5 62,342 75.5

22 年３月期第２四半期 417,229 △40.0 52,939 △64.7 55,818 △64.3 35,528 △64.8

 
1 株 当 た り 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
1 株 当 た り 

四半期純利益 

 円  銭 円  銭

23 年３月期第２四半期 146.83 － 

22 年３月期第２四半期 83.70 83.69

 (2) 連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 

百万円   百万円    ％      円  銭    

23 年３月期第２四半期 1,777,773 1,476,170 80.6 3,376.11 

22 年３月期 1,769,139 1,474,212 80.9 3,370.56 

（参考）自己資本 23 年３月期第２四半期 1,433,494 百万円  22 年３月期 1,431,146 百万円 

２．配当の状況 

年間配当金 
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22 年３月期 － 50.00 － 50.00 100.00

23 年３月期 － 50.00    

23 年３月期(予想)  － 50.00 100.00

（注）当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

３．平成 23 年３月期の連結業績予想（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

（％表示は、対前期増減率）

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,040,000 13.4 148,000 26.3 160,000 26.0 110,000 31.2 259.07

（注）当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 

 当資料に記載の業績見通し等の将来に関する記述は、現在入手している情報による判断及び仮定に基づいた
記述であり、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績等は、様々な要素によりこれら業績見通し等と
は大きく異なる結果となり得ることをご承知おき下さい。実際の業績等に影響を与え得る重要な要素には、
当社及び当社グループ会社の事業領域をとりまく経済情勢、市場の動向、対米ドルをはじめとする円の為替
レートなどが含まれます。ただし、業績等に影響を与え得る要素はこれらに限定されるものではありません。



 

４．その他（詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。） 

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有 

② ①以外の変更        ： 無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期

連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23 年３月期２Ｑ 432,106,693 株 

22 年３月期   432,106,693 株 

② 期末自己株式数    23 年３月期２Ｑ   7,507,247 株 

22 年３月期        7,505,054 株 

③ 期中平均株式数（四半期累計）    23 年３月期２Ｑ 424,600,433 株 

22 年３月期２Ｑ 424,491,492 株 

 

（※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示） 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半

期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は

終了しておりません。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間の世界経済は、アジア地域では中国を中心に景気回復の動きが見られ、欧米で

も一部に回復の兆しが見られましたが、失業率が高水準で推移するなど厳しい状況が続きました。日本経済

も、個人消費や設備投資に持ち直しの動きが見られましたものの、失業率が高水準にあるなど依然として厳

しい状況が続きました。 

このような状況のもとで、当社グループは、世界の顧客との関係を強化し拡販に努めるとともに、経営の

合理化、効率化や新規製品の開発、事業化にも鋭意取り組んでまいりました。 

 

当第２四半期連結累計期間の業績といたしましては、売上高は、前年同期に比べ 27.6％（1,153 億３千３

百万円）増加し、5,325 億６千２百万円となりました。営業利益は、前年同期に比べ 43.8％（232 億４百万

円）増加し、761 億４千３百万円となり、経常利益も、前年同期に比べ 45.5％（253 億８千５百万円）増加

し、812 億３百万円となりました。 

また、四半期純利益は、移転価格課税に対する日米相互協議の合意による過年度法人税等の戻り入れもあ

り、前年同期に比べ 75.5％（268 億１千４百万円）増加し、623 億４千２百万円となりました。 

 

塩ビ・化成品事業 

米国の住宅市場の長期的な需要低迷の影響を受ける中、米国シンテック社は、長年にわたり培ってきた世

界中の顧客への販売網を活かした販売により、高水準の出荷を維持し業績を伸長させました。オランダのシ

ンエツＰＶＣ社も堅調な出荷を継続しましたが、国内事業は、円高による輸出の採算悪化もあり、厳しい状

況が続きました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、1,465 億６百万円となり、営業利益は、92 億７千６百万円となりま

した。 

 

シリコーン事業 

電気・電子・自動車用など幅広い分野で需要が活発で、国内外ともに堅調に推移しました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、717 億１千９百万円となり、営業利益は、175 億３千万円となりま

した。 

 

機能性化学品事業 

セルロース誘導体は、国内事業では医薬用製品が堅調に推移し、工業用製品も自動車向け等で回復が見ら

れました。建材用製品は市場の低迷により厳しい状況が続きました。ドイツのＳＥタイローズ社も、建材向

製品の価格低迷の影響を受け、低調に推移しました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、401 億４千２百万円となり、営業利益は、59 億９千４百万円となり

ました。 

 

半導体シリコン事業 

パソコンや携帯電話等、幅広い分野で半導体デバイス需要に回復が見られたことから、ウエハー需要も総

じて堅調に推移したことにより、業績は伸長しました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、1,424 億１千４百万円となり、営業利益は、209 億９千万円となり

ました。 
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電子・機能材料事業 

希土類磁石は、パソコン用ハードディスクドライブ向けが在庫調整の影響を受けましたが、ハイブリッド

自動車用やロボット工作機械向けが堅調でした。高輝度ＬＥＤ用コート材は好調に推移しました。フォトレ

ジスト製品はデバイスメーカーが高水準の生産を継続しており、デバイスの微細化の進展もあり堅調に推移

しました。合成石英製品は、光ファイバー用プリフォームが好調な出荷を続けましたが、液晶用大型フォト

マスク基板は出荷が堅調だったものの、価格競争激化の影響を受けました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、696 億４百万円となり、営業利益は、180 億３千３百万円となりま

した。 

 

その他関連事業 

信越ポリマー社は、携帯電話用キーパッドが価格競争激化等の影響を受けましたが、半導体ウエハー関連

容器は回復基調となりました。エンジニアリング事業は堅調でした。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、621 億７千３百万円となり、営業利益は、41 億６千万円となりまし

た。 

 

（注）第 1四半期連結会計期間から、セグメント区分を変更したため、各セグメントの対前年同期との金額比較

は記載しておりません。 

 

（２）連結業績予想に関する定性的情報 

今期の見通しにつきましては、世界経済は緩やかな回復の動きが見られますが、未だ予断を許さない状況

にあり、国内においても、雇用情勢の悪化やデフレの影響が懸念されるなど、依然として先行き厳しい状況

が見込まれます。 

当社グループは、直面する厳しい事業環境を乗り切るため、世界の幅広い顧客に積極的な販売活動を展開

するとともに、特長ある製品を開発し新たな需要を開拓してまいります。また、技術や品質の向上に注力す

るとともに、原材料の安定的な確保に努めるなど、磐石な事業基盤の構築をめざしてまいります。 

業績予想（平成 22 年７月 22 日発表）に変更はありません。 
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２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

一部の連結会社は、固定資産の減価償却費の算定方法等について、簡便な会計処理を適用しております。 

②特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

   第 1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18号 平成 20年３月

31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20 年３月

31 日）を適用しております。これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に対する影響は

軽微であります。 

 

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

   該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 229,461 209,046

受取手形及び売掛金 282,545 273,949

有価証券 130,772 109,761

たな卸資産 175,579 183,553

その他 56,903 69,203

貸倒引当金 △2,632 △2,943

流動資産合計 872,630 842,571

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具（純額） 260,264 264,014

その他（純額） 377,404 382,118

有形固定資産合計 637,668 646,133

無形固定資産 14,399 17,055

投資その他の資産   

投資その他の資産 253,108 263,391

貸倒引当金 △32 △13

投資その他の資産合計 253,076 263,378

固定資産合計 905,143 926,568

資産合計 1,777,773 1,769,139
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 110,655 93,294

短期借入金 12,762 11,866

未払法人税等 22,337 18,213

引当金 2,423 2,441

その他 89,057 104,309

流動負債合計 237,236 230,124

固定負債   

長期借入金 6,085 7,884

引当金 14,037 13,046

その他 44,242 43,870

固定負債合計 64,366 64,802

負債合計 301,603 294,926

純資産の部   

株主資本   

資本金 119,419 119,419

資本剰余金 128,177 128,177

利益剰余金 1,359,497 1,318,413

自己株式 △40,902 △40,892

株主資本合計 1,566,192 1,525,118

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 704 6,717

繰延ヘッジ損益 410 517

為替換算調整勘定 △133,813 △101,207

評価・換算差額等合計 △132,698 △93,972

新株予約権 3,604 3,648

少数株主持分 39,071 39,417

純資産合計 1,476,170 1,474,212

負債純資産合計 1,777,773 1,769,139
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 417,229 532,562

売上原価 316,304 402,854

売上総利益 100,924 129,708

販売費及び一般管理費 47,985 53,564

営業利益 52,939 76,143

営業外収益   

受取利息 2,358 1,378

持分法による投資利益 3,493 7,084

その他 3,895 7,005

営業外収益合計 9,746 15,467

営業外費用   

為替差損 3,035 8,954

その他 3,833 1,453

営業外費用合計 6,868 10,407

経常利益 55,818 81,203

税金等調整前四半期純利益 55,818 81,203

法人税、住民税及び事業税 10,869 22,973

過年度法人税等 － △10,698

法人税等調整額 9,365 5,695

法人税等合計 20,235 17,970

少数株主損益調整前四半期純利益 － 63,233

少数株主利益 54 890

四半期純利益 35,528 62,342
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 55,818 81,203

減価償却費 40,740 45,318

受取利息及び受取配当金 △2,924 △2,168

持分法による投資損益（△は益） △3,493 △7,084

売上債権の増減額（△は増加） △26,620 △15,810

たな卸資産の増減額（△は増加） 22,233 4,745

仕入債務の増減額（△は減少） 11,280 19,524

その他 △18,758 7,150

小計 78,275 132,879

利息及び配当金の受取額 3,084 7,198

利息の支払額 △419 △211

法人税等の支払額 △4,482 △16,790

法人税等の還付額 － 9,600

営業活動によるキャッシュ・フロー 76,458 132,676

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の純増減額（△は増加） 20,506 1,031

有形固定資産の取得による支出 △74,998 △64,619

投資有価証券の取得による支出 △815 △3,210

投資有価証券の売却及び償還による収入 2,725 3,563

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△667 －

その他 3,797 △7,244

投資活動によるキャッシュ・フロー △49,452 △70,479

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,945 △98

長期借入金の返済による支出 △5,267 △905

配当金の支払額 △21,223 △21,230

その他 △705 △341

財務活動によるキャッシュ・フロー △24,250 △22,574

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,418 △1,889

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,173 37,733

現金及び現金同等物の期首残高 251,044 270,443

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 489

現金及び現金同等物の四半期末残高 257,218 308,666
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（４）継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報等 

【セグメント情報】 

第 1 四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平成
21 年３月 27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 20
号 平成 20 年３月 21 日）を適用し、報告セグメントは、「塩ビ・化成品事業」、「シリコーン事業」、「機能性
化学品事業」、「半導体シリコン事業」、「電子・機能材料事業」、「その他関連事業」としております。 

 

① 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成 22 年４月１日 至 平成 22 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

 
塩ビ・ 
化成品 
事業 

シリコーン

事業 

機能性 

化学品 

事業 

半導体 
シリコン
事業 

電子・ 
機能材料

事業 

その他 

関連事業
計 

調整額 

(注) 

四半期連結

損益計算書

計上額 

売上高    

 外部顧客への 
売上高 146,506 71,719 40,142 142,414 69,604 62,173 532,562 － 532,562

 セグメント間の内部
売上高又は振替高 9,198 2,007 3,125 2 1,325 39,630 55,289 (55,289) －

計 155,705 73,726 43,268 142,417 70,930 101,804 587,852 (55,289) 532,562

セグメント利益 

（営業利益） 
9,276 17,530 5,994 20,990 18,033 4,160 75,987 156 76,143

(注)セグメント間取引消去によるものです。 

・各セグメントに属する主要製品・サービス 

セ グ メ ン ト 主 要 製 品 ・ サ ー ビ ス 

塩 ビ ・ 化 成 品 事 業 塩化ビニル樹脂、か性ソーダ、メタノール、クロロメタン 

シ リ コ ー ン 事 業 シリコーン 

機 能 性 化 学 品 事 業 セルロース誘導体、金属珪素、ポバール、合成性フェロモン 

半導体シリコン事業 半導体シリコン 

電子・機能材料事業 
希土類磁石(電子産業用・一般用)、半導体用封止材、ＬＥＤ用コート材、フォトレジスト、 
マスクブランクス、合成石英製品、液状フッ素エラストマー、ペリクル 

そ の 他 関 連 事 業 樹脂加工製品、技術・プラント輸出、商品の輸出入、エンジニアリング 

 

② 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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（参考情報） 

前第２四半期連結累計期間（自 平成 21 年４月１日 至 平成 21 年９月 30 日） 

前第２四半期連結累計期間の事業の種類別セグメント情報の事業区分を、新セグメントに組替えると、以下の通
りとなります。 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

 
塩ビ・ 
化成品 
事業 

シリコーン

事業 

機能性 

化学品 

事業 

半導体 
シリコン
事業 

電子・ 
機能材料

事業 

その他 

関連事業
計 

調整額 

(注) 

四半期連結

損益計算書

計上額 

売上高    

 外部顧客への 
売上高 107,757 55,390 37,592 114,953 51,803 49,732 417,229 － 417,229

 セグメント間の内部
売上高又は振替高 1,468 1,699 2,405 43 1,468 53,752 60,837 (60,837) －

計 109,225 57,090 39,998 114,996 53,272 103,484 478,067 (60,837) 417,229

セグメント利益 

（営業利益） 
9,950 9,902 7,078 10,044 13,299 3,226 53,502 (   562) 52,939

(注)セグメント間取引消去によるものです。 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

   該当事項はありません。 
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